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8
月
2
日
、
河
原
市
地
係
に
完
成
し

た
「
美
浜
町
給
食
セ
ン
タ
ー
」
の
落
成

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
給
食
調
理
業
務
を
各

小
中
学
校
で
行
う
自
校
方
式
か
ら
、

１
か
所
の
施
設
で
す
べ
て
を
行
う
セ
ン

タ
ー
方
式
に
転
換
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
活
の
中
で
の
「
食
」
の
見

直
し
や
「
食
育
」
の
充
実
、
「
地
産
地

消
」
を
推
進
す
る
拠
点
施
設
と
し
て
も

活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
栄
養
士
や
調
理

員
な
ど
の
14
人
体
制
で
、
9
月
4
日
か

ら
稼
動
し
、
町
内
の
小
中
学
校
に
1
日

約
１
，
２
０
０
食
の
給
食
を
提
供
し
ま

す
。

　

今
後
は
、
高
齢
者
向
け
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
や
災
害
時
に
お
け
る
食
事
の
供
給

機
能
に
つ
い
て
検
討
し
な
が
ら
、
更
な

る
有
効
活
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

美浜町給食センター 完成
町の「食育」の拠点施設として

  美浜町給食センター 完成

な
ぜ
セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ
る

一
元
管
理
が
必
要
な
の
か
？

　

町
内
の
小
中
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で

各
校
で
給
食
調
理
業
務
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

　

す
べ
て
の
学
校
の
調
理
室
で
は
、
清

掃
時
に
水
を
使
う
ウ
ェ
ッ
ト
方
式
を
採

用
し
て
お
り
、
常
に
床
が
濡
れ
て
い
る

状
態
が
続
き
衛
生
面
で
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
給
食
内
容
に
つ
い
て
も
、
調

理
器
具
や
調
理
量
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
献
立
の
制
限
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
施
設
の
老
朽
化
や
少
子
化

に
よ
る
児
童
生
徒
数
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ
る
給
食
の
一

元
管
理
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

今年度2学期(9月)から稼動

落成式でのテープカットの様子

これまでウエット方式での調理を
行っていた小学校の調理室
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求
め
ら
れ
る
「
食
」
の
見
直
し
と

「
食
育
」
の
充
実

　

「
食
」
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
身
近
で
大
切
な
も

の
で
す
。
近
年
こ
の
「
食
」
が
、
核
家

族
化
の
進
行
や
共
働
き
世
帯
の
増
加
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
に
伴

い
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

「
食
」
を
大
切
に
す
る
心
や
優
れ
た

食
文
化
、
「
食
」
に
関
す
る
正
し
い
知

識
を
得
る
場
が
失
わ
れ
て
き
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
偏
っ
た
食
事
や

不
規
則
な
食
事
に
よ
っ
て
生
活
習
慣
病

に
な
る
人
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
食
」
に
関
す
る
問
題
は
、

個
人
や
家
庭
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

B
S
E
（
狂
牛
病
）
や
遺
伝
子
組
替
え

食
品
な
ど
「
食
」
を
脅
か
す
問
題
も
発

生
し
て
お
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
「
食
」
を
理
解

し
、
規
則
正
し
い
食
生
活
を
行
い
、

「
食
」
に
つ
い
て
社
会
全
体
の
問
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
平
成
17

年
6
月
に
国
会
で
食
育
基
本
法
が
成
立

し
、
同
年
7
月
か
ら
取

り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
「
食
育
」
を
人
が

生
き
る
う
え
で
の
基
本
と
位
置
付
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
「
食
」
に

関
す
る
知
識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力

を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
す

る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育
成
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
食
育
」
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
地
元
で
と
れ
た

食
材
を
活
用
し
、
地
産
地
消
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
生
産
者
の
声
を
届
け
る

「
生
産
者
だ
よ
り
」
を
作
成
、
配
布
す

る
こ
と
に
よ
り
生
産
者
と
消
費
者
の
信

頼
関
係
を
築
き
、
「
食
」
へ
の
関
心
と

理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
旬
の
素
材
を
活
用
し
、
そ
の

素
材
の
特
性
を
活
か
し
た
献
立
を
検
討

す
る
こ
と
に
よ
り
、
食
べ
物
の
も
と
と

な
る
素
材
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
づ

く
り
を
行
い
ま
す
。

　

流
通
が
発
達
し
、
全
国
各
地
の
さ

ま
ざ
ま
な
農
作
物
が
手
に
入
る
現
代

に
お
い
て
、
地
元
で
作
ら
れ
た
食
べ

物
を
そ
の
地
域
に
住
む
人
が
食
す
る

「
地
産
地
消
」
は
食
の
大
切
さ
を
見

直
す
う
え
で
と
て
も
重
要
な
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

食
べ
る
人
の
顔
が
見
え
る
と

「
も
っ
と
お
い
し
く
て
良
い
も
の
を
」

と
栽
培
に
も
力
が
入
り
ま
す
し
、
食

べ
る
人
か
ら
も
作
り
手
の
顔
が
見
え

る
こ
と
は
、
食
へ
の
安
心
や
関
心
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
つ
一
つ
手
づ
く
り
の
た
め
、
大

量
に
生
産
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

が
、
町
全
体
で
協
力
す
れ
ば
、
供
給

体
制
も
整
う
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

給
食
を
通
し
て
「
地
産
地
消
」
を

進
め
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
新
鮮

で
安
全
な
野
菜
を
作
り
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。　

給食センターで使用する
野菜を生産される
　秋山 健一さん（佐野）

栄養士として給食センターで
献立を計画する
植西かおりさん・武田恵子さん

　

こ
れ
ま
で
の
自
校
方
式
で
は
、
設

備
な
ど
の
制
限
に
よ
り
、
作
る
こ
と

が
で
き
な
い
献
立
が
多
く
あ
り
ま
し

た
が
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
充
実
し
た

調
理
設
備
に
よ
っ
て
、
多
彩
な
献
立

づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
「
保
温
食
缶
」
の
導
入
に

よ
り
、
温
か
い
も
の
は
温
か
く
、

冷
た
い
も
の
は
冷
た
い
ま
ま
に
、
子

ど
も
た
ち
の
も
と
へ
運
ぶ
こ
と
が
で

き
、
今
ま
で
ど
お
り
お
い
し
い
給
食

を
提
供
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

　

食
育
の
充
実
に
つ
い
て
も
、
今
後

は
地
場
産
の
食
材
を
多
く
活
用
す
る

と
と
も
に
、
和
食
な
ど
昔
な
が
ら
の

味
を
献
立
に
取
り
入
れ
て
、
そ
の
お

い
し
さ
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
を

を
伝
え
、
食
の
大
切
さ
を
実
感
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

夏休み期間中の登校日には、試験的に
給食センターから給食が配食されました

保
温
食
缶
…
密
封
に
よ
り
食
べ
物
の

　
　
　
　
　

温
度
を
保
つ
搬
送
容
器
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～美浜町給食センターの主な特徴～
●給食センターの衛生管理には、HACCP（ハサップ）方式が採用されています。
　HACCPとは、Hazard Analysis（危機分析）and Critical Control Point（重要管理点）の略で、

食品の製造工程において想定される危害を分析し、その危害の発生を未然に防ぐ計画を決め、その計

画を継続的にチェックすることで、安全な食品を作り出す方式です。

▲ドライ方式の採用
　水が残った状態の床は、細菌繁殖の原因となるため、調理

室の床は常に乾燥した状態が保たれる全面ドライ方式を採用

しました。

　また、これにより調理員の前掛け、長靴等が不要となり、

軽装での作業が可能になりました。

▲研修室・見学通路の設置
　２階には、調理の様子が

見学できる通路が設けら

れ、常時見学が可能です。

　また、研修室では、見学

者への説明や講習のほか、

献立の検討会議や調理員の

研修が行われます。

▲スチームコンベクションオーブンの導入
　加熱しながら、蒸気で調理できるスチーム

コンベクションオーブンを導入しました。

　このことによって、焼く、蒸す、煮る、ゆ

でるなどのさまざまな調理が可能となり、魚

料理などのこれまで調理が難しかった献立が

可能になります。

▲アレルギー食調理室の設置
　専用の調理室、調理器具をそ

ろえた調理室を設置しました。

　基本献立を基に、栄養士が一

人ひとりの状態に合わせた食物

アレルギー食を作ります。

オール電化によるIH調理器具の導入
▲

　調理室の調理器具は、全て火を使わない電気によるIH（電

磁誘導加熱）調理器具です。これにより、細かな加熱調整が

可能となり、おいしい給食を作ることができます。

　また、火を使わないことから、火災の発生を抑えられます。

　さらに、調理室の室温上昇を抑えられるため、細菌の繁殖

を防ぐことができます。

▲食器の統一・自動食器洗浄機の導入
　センター方式の導入に伴い、各学校で使用する食器を

統一しました。町のキャラクター「ふぐの美
ミー

ちゃん」の

イラスト入りです。

　食器の洗浄には、自動洗浄機を導入し、これまでの手

洗いと比較して、衛生管理の向上を図りました。
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 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭

和31年法律第162号）第30条の規定に基づき、

美浜町給食センターの設置及び管理に関する条例

が制定されました。

協定の目的 美浜町公共下水道根幹的施設の建設工事
協定の方法 随意契約による委託協定
協 定 金 額 206,000,000円

協定の相手方 日本下水道事業団
代表者　理事長　板倉 英則

完 成 期 限 平成20年3月31日

議会ニュース
平成１８年
第４回 美浜町議会臨時会
平成１８年
第４回 美浜町議会臨時会

　平成１８年第４回美浜町議会臨時会が７月２５日
に開会され、次の内容について審議・議決されました。

美浜町公共下水道根幹的施設の
建設工事委託に関する協定美浜町給食センターの設置及び

管理に関する条例の制定

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
視
察
報
告

●
視
察
日　

6
月
29
日(

木)

〜
30
日(

金)

●
視
察
者　

産
業
厚
生
常
任
委
員(

8
人)

　

辻 

健
一
郎
議
長
、
倉
田 

愛
子
委
員
長

　

藤
本 

悟
副
委
員
長
、
金
森

　

前
田 

義
久
、
中
村 

清
一

　

山
口 

勝
已
、
樋
下 

伸
嗣

●
視
察
先

・
奈
良
県
平へ
ぐ
り群
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

は
な
さ
と
保
育
園

・
あ
す
か
夢
耕
社
・
明
日
香
村

地
域
振
興
公
社

・
大
柳
生
営
農
組
合

・
広
陵
町
役
場

●
視
察
目
的

・
体
験
観
光
受
け
入
れ
状
況
の
視
察

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
先
進
地
調
査

・
本
町
と
交
流
の
あ
る
奈
良
県
広
陵
町

　

訪
問

●
研
修
報
告

〈
産
業
厚
生
常
任
委
員
長　

倉
田
愛
子
〉

　

最
初
に
平
群
町
の
役
場
を
訪
問
し
、

保
育
園
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運

営
管
理
状
況
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
施
設
見
学
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
地
域
で
お
互
い
に
支
え

合
い
な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

町
「
へ
ぐ
り
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
の
と
お
り
だ
と
思
っ
た
の
は
、
役
場

は
小
さ
く
て
古
い
建
物
で
す
が
、
保
育

園
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
併
設

さ
れ
て
お
り
、
大
変
立
派
な
建
物
で
し

た
。

　

そ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
難
問
も
克

服
し
て
、
立
派
に
運
営
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
町
の
総
人
口
は
２
万
人
余
で
す

が
、
本
町
よ
り
少
な
い
予
算
規
模
の
中

で
、
こ
ん
な
に
立
派
な
施
設
を
建
設
さ

れ
た
こ
と
は
、
い
か
に
子
育
て
に
力
を

入
れ
て
い
る
か
が
、
理
解
で
き
ま
し

た
。
本
町
も
も
っ
と
子
育
て
に
力
を
入

れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

次
に
、
明
日
香
村
に
行
き
、
「
あ
す

か
夢
耕
社
」
の
方
か
ら
、
運
営
状
況
の

説
明
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
の
特
徴
は
、
村
全
体
を
「
ま
る

ご
と
博
物
館
構
想
」
と
い
う
こ
と
で
行

政
が
平
成
12
年
か
ら
10
年
計
画
で
、
重

点
事
業
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
小
さ
な
農
地
で
、
村
全

体
の
面
積
も
狭
い
と
い
う
状
況
が
や
り

や
す
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

主
な
取
組
は
、
オ
ー
ナ
ー
制
度
、
森

の
手
づ
く
り
塾
、
観
光
農
園
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
加
工
場
、
宅
配
便
、
直
売
所
等

で
す
が
、
高
額
の
売
り
上
げ
を
さ
れ
て

お
り
、
地
域
全
体
が
生
き
生
き
し
て
い

ま
す
。
こ
の
要
因
は
、
周
囲
に
大
都
市

の
消
費
者
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
と
、

行
政
と
村
民
が
一
体
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
本
町
と
交
流
の
あ
る
広
陵
町

を
表
敬
訪
問
し
、
盛
大
な
歓
迎
を
受
け

ま
し
た
。

　

最
後
の
研
修
地
と
し
て
、
大
柳
生
営

農
組
合
を
訪
問
し
、
取
組
状
況
に
つ
い

て
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
る
盛
り
だ
く
さ
ん
の

研
修
で
大
変
で
し
た
が
、
有
意
義
な
視

察
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
美
浜
町

政
に
少
し
で
も
反
映
で
き
た
ら
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

子育て支援センター･はなさと保育園の視察の様子

根幹的施設…汚泥処理施設等の重要施設
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今
月
号
で
は
、先
月
号
に
引
き
続
い
て「
第

３
次
美
浜
町
行
財
政
改
革
大
綱
」
の
４
つ
の

基
本
方
針
の
具
体
的
な
推
進
項
目
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
行
財
政
改
革
大
綱
は
、
今
年
度
か
ら

平
成
22
年
ま
で
の
5
年
間
を
実
施
期
間
と
し
、

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
「
第
四
次
美
浜
町
総
合
振
興
計
画
」

の
策
定
時
に
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

た
ご
意
見
や
、
町
職
員
に
対
し
て
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果

を
ふ
ま
え
て
、町
の
行
財
政
の
現
状
の
調
査
・

分
析
を
行
い
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　

町
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
と
多
様
化
す

る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
大
綱

に
定
め
ら
れ
た
基
本
目
標
「
自
律
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
基
本
方
針
の

施
策
を
段
階
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
自
律
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

　

第
３
次
美
浜
町
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定(

後
編)

　

行
財
政
改
革
は
、
行
政(

組
織)

の
構
成
要
素
で
あ
る
「
人
」
と
「
仕
組
み

（
制
度
・
体
制
）
」
を
改
革
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
支
え
る
「
財
政
」

や
「
行
政
基
盤
（
情
報
等
）
」
の
改
革
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
第

四
次
総
合
振
興
計
画
」
の
「
行
財
政
の
充
実
」
の
施
策
分
野
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
施
策
方
針
を
大
綱
の
基
本
方
針
と
し
て
、
具
体
的
な
取
組
を
実
行
し
ま

す
。

1 

地
方
分
権
時
代
に
対
応
し
た
職
員
の
育
成

　
　
　
　

〜
「
人
」
の
改
革
〜

効
率
的
な
行
政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
方
針

●
人
材
の
育
成
と
確
保

　

前
例
の
と
お
り
に
仕
事
を
こ
な
す
事

務
処
理
型
職
員
か
ら
、
コ
ス
ト
や
政
策

目
標
等
を
常
に
意
識
し
行
動
す
る
「
考

え
る
職
員
」
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
情
報
活
用
能
力
等
に
優
れ
、
何

事
に
も
積
極
的
な
「
元
気
な
職
員
」
の

育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
多
様
化
、
専
門
化
す
る
業
務

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
専
門
的
知

識
等
を
有
す
る
職
員
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

〈
具
体
的
な
取
組
〉　

(

実
施
目
標
年
度)

・
人
材
育
成
基
本
方
針
の
見
直
し(

Ｈ
19)

・
専
門
技
術
職
員
の
育
成(

Ｈ
20)

・
任
期
付
職
員
の
採
用(

Ｈ
19) 

な
ど

●
人
事
管
理
シ
ス
テ
ム
の
整
備

　

自
律
し
た
新
し
い
行
政
経
営
を
実
践

す
る
た
め
に
行
政
内
部
に
お
け
る
政
策

と
目
標
の
共
有
化
を
図
り
、
目
標
達
成

に
向
け
て
職
員
自
ら
が
進
め
る
目
標
管

理
制
度
の
導
入
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
意
欲
を
高
め
、
能
力

開
発
と
職
場
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た

め
、
公
正
・
公
平
で
理
解
の
得
ら
れ
る

成
果
・
能
力
主
義
に
基
づ
く
人
事
評
価

制
度
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

・
人
事
評
価
制
度
の
確
立(

Ｈ
19)

・
目
標
管
理
制
度
の
導
入(

Ｈ
19) 

な
ど

●
職
場
環
境
の
改
善

　

職
員
が
持
つ
個
々
の
能
力
や
可
能
性

を
十
分
に
引
き
出
し
、
人
的
資
源
を
最

大
限
に
活
用
す
る
た
め
、
職
場
が
職
員

育
成
の
た
め
の
最
も
重
要
な
場
所
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
し
、
管
理
監
督
者
の

資
質
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
課
や
係
な
ど
の
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
な
い
横
断
的
な
取
組
に
よ
り
問

題
解
決
や
政
策
推
進
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
体
制
や
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

・
管
理
監
督
者
研
修
の
強
化(

Ｈ
18)

・
情
報
取
扱
責
任
者
会
議
の
充
実･

強
化

(

Ｈ
18) 

な
ど


